
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのコンポーネント信号に対して、上記コンポーネント信号の垂直ブラン
キング期間内の水平同期信号のバックポーチ部分に対応する期間に上記付加情報に対応し
てパルス信号を挿入することによりディジタル信号の形態の付加情報が重畳された、アナ
ログ信号の形態のコンポーネントカラービデオ信号が伝送チャンネルから入力されるビデ
オ信号処理装置において、
　

　上記コンポーネントカラービデオ信号と同期関係を有するタイミングを生成する手段と
、
　上記付加情報を抽出する手段と、
　上記抽出された付加情報を解読する解読手段と、
　上記解読手段の出力に応答して、カラーバースト信号と上記カラーバースト信号の前部
に付加される擬似バースト信号とを生成し、上記カラーバースト信号の前部と上記擬似バ
ースト信号との位相を反転 ユ
ニットとからなることを特徴とするビデオ信号処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、
　上記付加情報が上記コンポーネント信号に関するコピーコントロール情報であることを
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特徴とするビデオ信号処理装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置において、
　さらに、上記付加情報が重畳されたコンポーネントカラービデオ信号と同期関係にある
同期信号を上記 することを特徴とするビデオ信号処理装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置において、
　垂直同期信号の後側のエッジによって、上記付加情報のデータを検出することが可能と
されたことを特徴とするビデオ信号処理装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置において、
　水平同期信号からＰＬＬによって逓倍されたクロック信号を発生し、上記クロック信号
によって上記付加情報のデータを検出することが可能とされたことを特徴とするビデオ信
号処理装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置において、
　ドットクロックに同期したクロック信号を発生し、上記クロック信号によって上記付加
情報のデータを検出することが可能とされたことを特徴とするビデオ信号処理装置。
【請求項７】
　　請求項１に記載の装置において、
　さらに、コンポーネント信号をディジタル記録信号へ変換する手段を有することを特徴
とするビデオ信号処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、アナログ信号の形態のコンポーネントビデオ信号がディジタル信号の形態
の付加情報例えばコピーコントロール情報を含むことを可能とするビデオ信号処理装 に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
アナログビデオ信号に対して、ディジタルの付加情報を重畳することは、従来から種々な
されている。例えば文字多重放送では、文字、図形、付加音等で構成される文字放送信号
を通常のテレビジョン電波の垂直ブランキング期間内のビデオ信号が存在しない水平走査
期間に多重している。また、アナログＶＣＲ（ビデオカセットテープレコーダ）における
録画情報の伝送のために、ビデオ信号中の垂直ブランキング期間内の所定の水平走査期間
に２０ビットのディジタル信号を挿入し、このディジタル信号（ＶＢＩデータ、またはビ
デオ－ＩＤと称される）によってコピー管理情報、録画の日付等の情報を伝送するように
した方式も提案されている。
【０００３】
さらに、プリレコーディッドテープ（ソフトテープ）のみならず、ディジタル放送の端末
、ＤＶＤ等のディスク媒体によって、高画質のビデオ信号の提供が可能となった今日では
、アナログＶＣＲによるコピーの制限は、著作権を保護するうえで重要な課題である。上
述したＶＢＩデータ以外に、擬似同期信号付加方式、スプリットバースト方式も、コピー
制限方式として提案されている。擬似同期信号付加方式は、垂直ブランキング期間内に含
まれ、ＡＧＣ回路がビデオ信号のレベルとして検出する、所定の水平同期パルスの振幅を
通常のものより大きくして、ＡＧＣが作用した時に、アナログビデオ信号の振幅が再生不
能な程度に小とする方式である。スプリットバースト方式は、カラーバースト信号の位相
を部分的に反転させたスプリットバースト信号を１画面の一部に付加する方式である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
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上述した文字多重放送、ＶＢＩデータ等の付加情報伝送方式は、アナログ信号の形態のコ
ンポジットビデオ信号の垂直ブランキング期間内の所定の水平走査期間にデータを重畳す
るものである。従って、アナログコンポーネント信号例えば三原色信号（ＲＧＢ信号と称
する）を伝送する場合には、適用することができない。例えばパーソナルコンピュータの
ビデオ出力は、ＲＧＢ信号の形態が一般的であり、従来、提案されている付加情報伝送方
式を適用できない。従って、パーソナルコンピュータから出力されるアナログＲＧＢ信号
をＮＴＳＣエンコーダに供給することによってＮＴＳＣ信号を生成すると、このＮＴＳＣ
信号には、コピーコントロール情報が付加されていないために、アナログＶＣＲによって
録画されてしまい、コピー防止を達成できない問題があった。
【０００５】
　従って、この発明の目的は、上述した問題を解決することにあり、アナログコンポーネ
ントカラービデオ信号に対して、コピーコントロール情報等の付加情報を重畳することが
可能なビデオ信号処理装 を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に記載の発明は、少なくとも一つのコンポーネント信号に対して、コンポーネ
ント信号の垂直ブランキング期間内の水平同期信号のバックポーチ部分に対応する期間に
付加情報に対応してパルス信号を挿入することによりディジタル信号の形態の付加情報が
重畳された、アナログ信号の形態のコンポーネントカラービデオ信号が伝送チャンネルか
ら入力されるビデオ信号処理装置において、
　

　コンポーネントカラービデオ信号と同期関係を有するタイミングを生成する手段と、
　付加情報を抽出する手段と、
　抽出された付加情報を解読する解読手段と、
　解読手段の出力に応答して、カラーバースト信号とカラーバースト信号の前部に付加さ
れる擬似バースト信号とを生成し、カラーバースト信号の前部と擬似バースト信号との位
相を反転 ユニットとからなること
を特徴とするビデオ信号処理装置である。
【０００９】
ディジタル信号の形態の付加情報例えばコピーコントロール情報をアナログ信号の形態の
コンポーネントカラービデオ信号に対して重畳することができる。従って、例えばパーソ
ナルコンピュータから出力されるＲＧＢ信号のコピーを制限することが可能となる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下、この発明の一実施例について説明する。図１は、アナログコンポーネント信号に
対して付加情報例えばコピーコントロール情報を重畳するための構成の一例を示す。例え
ばＲＧＢ出力端子を有す ィスクプレーヤ、またはその内部または外部にディスクドラ
イブが接続されたパーソナルコンピュータによって、コピーコントロール情報を出力ＲＧ
Ｂ信号に対して重畳する機能を実現できる。ＤＶＤ、ビデオＣＤ、ハードディスク等のデ
ィスク媒体１には、ディジタルビデオ信号が高能率符号化されて記録されている。高能率
符号化としては、例えばＭＰＥＧ (Moving Pictures Expert Group)規格が採用されている
。
【００１１】
なお、この発明は、ディスク媒体１の再生信号に限らず、ディジタルテレビジョン放送の
受信信号、ネットワークからの受信データ等に対しても適用することができる。
【００１２】
ディスク媒体１は、図示しない読取り手段によって再生され、再生信号がＭＰＥＧ復調部
２および著作権情報抽出部４に供給される。復調部２は、ＭＰＥＧ規格で記録されている
信号を復調し、（４：２：０）、（４：２：２）等の（Ｙ、Ｃｂ、Ｃｒ）（Ｙ：輝度信号
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、Ｃｂ、Ｃｒ：色差信号）信号を出力する。復調部２の出力信号がＲＧＢ信号変換部３に
供給される。ＲＧＢ信号変換部３は、ＭＰＥＧ復調部２の出力信号をアナログＲＧＢ信号
（Ｒ：赤色信号、Ｇ：緑色信号、Ｂ：青色信号）へ変換する。
【００１３】
著作権情報抽出部４は、ディスク媒体１上に記録されているデータパケットから著作権情
報を抽出する。抽出された著作権情報がＲＧＢ付加情報発生部５に供給される。このＲＧ
Ｂ付加情報発生部５には、タイミング発生部６からの水平同期信号および／または垂直同
期信号が供給される。タイミング発生部６は、同期信号以外にディスク媒体１の回転の基
準タイミング等の種々のタイミングを生成する。そして、タイミング発生部６により生成
された水平、垂直同期信号は、ＲＧＢ信号変換部３が出力するＲＧＢ信号と同期している
。ＲＧＢ付加情報発生部５は、抽出された著作権情報を、後述するように、ワード０およ
びワード１からなるフォーマットのディジタル信号の形態の付加情報に変換し、この付加
情報を加算器７に供給する。
【００１４】
ＲＧＢ信号変換部３からのＲ信号が加算器７に供給される。従って、付加情報がＲ信号に
対して重畳される。この付加情報が重畳されたＲ信号と、Ｇ信号、Ｂ信号、水平同期信号
Ｈ、および垂直同期信号Ｖが伝送チャンネルに対して出力される。
【００１５】
伝送チャンネルには、図２に示すＲＧＢ信号をＮＴＳＣ信号へ変換するユニットが接続さ
れる。受信されたＲＧＢ信号がＲＧＢ－ＮＴＳＣ変換器１１に供給される。受信されたＲ
信号（付加情報が重畳されている）がデータ抽出部１２に供給される。受信された同期信
号Ｈ、Ｖがタイミング発生部１３に供給される。タイミング発生部１３は、水平同期信号
と垂直同期信号の極性を判別し、付加情報のサンプリングクロックを生成し、また、ＮＴ
ＳＣ方式の規格に準じて配置されたコンポジットシンクを発生する。コンポジットシンク
が変換器１１に供給される。そして、変換器１１からは、ＮＴＳＣ方式のアナログ信号の
形態のコンポジットカラービデオ信号が出力される。なお、コンポジット信号としては、
ＮＴＳＣ信号に限らず、ＰＡＬ方式、ＳＥＣＡＭ方式のコンポジット信号を発生するよう
にしても良い。さらに、通常のコンポジット信号のみならず、文字多重放送信号のフォー
マットのテレビジョン信号を発生する場合に対してもこの発明を適用することができる。
【００１６】
データ抽出部１２は、タイミング発生部１３からのサンプリングクロックを使用してＲ信
号に重畳されている付加情報を抽出する。抽出された付加情報が情報解読部１４に供給さ
れる。この例では、情報解読部１４は、著作権情報の付加情報を解読する。より具体的に
は、付加情報のヘッダ（ワード０）が著作権情報を示すものかどうかの判別、並びにパリ
ティによるエラーの検出からなるフォーマット確認がなされ、フォーマットの確認後に、
ワード１の著作権情報が抽出される。情報解読部１４により抽出された情報がＶＢＩデー
タ発生部（ＶＢＩエンコーダ）１５およびコピー防止信号発生部１７に供給される。
【００１７】
ＶＢＩデータ発生部１５は、情報解読部１４からの情報に対応したＶＢＩデータを発生す
る。このＶＢＩデータを加算器１６に供給し、変換器１１からのＮＴＳＣ信号に重畳する
。コピー防止信号発生部１７は、情報解読部１４からの解読結果に対応したコピー防止信
号を発生する。ＶＢＩデータおよびコピー防止信号については、後でより詳細に説明する
。このコピー防止信号を加算器１８に供給し、ＮＴＳＣ信号に重畳する。加算器１８の出
力端子１９には、付加情報により表されたコピーコントロール情報がＶＢＩデータおよび
コピー防止信号として重畳されたアナログのＮＴＳＣ信号が取り出される。図示しないが
、この出力端子１９に対して、アナログＶＣＲ、ＣＲＴモニタが接続される。
【００１８】
上述したこの発明の一実施例についてより詳細に説明する。図１に示す構成のディスクプ
レーヤあるいはパーソナルコンピュータと、図２に示す構成の変換ユニットの間を接続す
る伝送チャンネルの一例を図３に示す。図３は、ＲＧＢ信号接続用のコネクタの一つであ
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る、ＢＮＣコネクタを示す。
【００１９】
ＢＮＣコネクタは、５個の端子３１～３５からなり、それぞれの端子が BLUE,RED,GREEN,V
.SYNC,H.SYNC(H.V.SYNC)に割り当てられている。ＲＧＢ信号は、正極性で、標準レベルが
０．７Ｖ p-p （７５Ω終端時）と規定されている。ＲＧＢ信号および同期信号の信号形式
（セパレートシンク、シンクオングリーン、コンポジットシンク）に応じて、端子３１～
３５には、下記の表のように、信号が入力される。なお、表中、Ｃ SYは、コンポジットシ
ンクを意味する。
【００２０】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２１】
ＲＧＢ信号の伝送に適合したコネクタの他の例を図４に示す。このコネクタは、Ｄ－ＳＵ
Ｂミニ１５ピンコネクタと称されるもので、各番号を付したピンに対しては、下記の表に
示すように信号が入力される。
【００２２】
【表２】
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【００２３】
図３および図４のコネクタの例では、Ｇ信号に対してコンポジットシンクが重畳される可
能性がある。従って、この一実施例では、Ｒ信号に対してのみ付加情報を重畳している。
しかしながら、信号形式によっては、Ｇ信号に対しても付加情報を重畳することが可能で
ある。また、Ｒ、Ｇ、およびＢ信号の２個の信号、あるいは全ての信号に対して、付加情
報を重畳しても良い。さらに、ＲＧＢ信号の各信号に同一の付加情報を重畳するのに限ら
ず、コンポーネントによって異なる付加情報を重畳しても良い。
【００２４】
次に、付加情報をＲ信号に対して付加する態様について説明する。ここで、上述した図３
または図４に示すコネクタを使用して伝送される同期信号の例について説明する。図５は
、同期信号のタイミングチャートであり、図５に示される各期間は、下記のように定義さ
れる。
Ａ：フロントポーチ，Ｂ：同期幅，Ｃ：バックポーチ，Ｄ：ブランキング期間，Ｅ：表示
期間，Ｆ：周期
【００２５】
これらの期間の具体的数値は、例えばパーソナルコンピュータが出力する同期信号の場合
では、種々のものがある。また、図５は、負極性の同期信号であるが、正極性の同期信号
が使用される場合もある。その一例（６４０ドット×４８０ラインモード）を下記に示す
。なお、この例では、水平周波数が３１．４７ｋ Hz、垂直周波数が５９．９４ Hz、水平同
期信号が負極性、垂直同期信号が負極性である。
【００２６】
【表３】
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【００２７】
この発明の一実施例では、ＲＧＢ信号と共に伝送される同期信号例えば水平同期信号と同
期して付加情報をＲ信号の垂直ブランキング期間に対して重畳する。図６は、垂直同期信
号（Ｖ）および水平同期信号（Ｈ）が共に負極性の場合に付加情報を重畳する例のタイミ
ングチャートである。例えば垂直同期信号の前エッジを開始位置として、垂直ブランキン
グ期間内にディジタル付加情報（図示の例では、１０１０１１００１・・・）を挿入する
。各水平周期の水平ブランキング期間の後ろ側に付加情報の各ビットに対応するパルス信
号が挿入される。
【００２８】
付加情報のビットの `1' に対応するパルス信号のレベルは、例えばＲ信号の標準レベル（
例えば０．７Ｖ（７５Ω終端））と等しくされ、その `0' に対応するパルス信号のレベル
は、０Ｖ（７５Ω終端）と等しいものとされる。この一実施例では、パルス信号の幅は、
水平ブランキング期間を越えないものとされ、且つそのハイレベルの期間が水平同期信号
の前側のエッジと重ならず、その後側のエッジと重なるように選定される。水平同期信号
の後側のエッジは、水平同期信号の同期の基準として使用されず、また、上述した数値例
のように、一般的にバックポーチの方がフロントポーチより長いので、これを付加情報の
ストローブあるいはサンプリングの基準のタイミングとして使用することになる。従って
、図２中のデータ抽出部１２は、タイミング発生部１３で形成された水平同期信号の後側
のエッジと一致するサンプリングパルスによって付加情報の各ビットをサンプリングする
。
【００２９】
図１中のＲＧＢ付加情報発生部５において生成される付加情報の一例を図７を参照して説
明する。付加情報は、２ワード（ワード０およびワード１）で構成される。各ワードは、
b0（ＬＳＢ）～ b7（ＭＳＢ）の８ビットからなる。付加情報は、ワード０、ワード１の順
番で伝送され、各ワードのＬＳＢから先に伝送される。各ワードのビット b7として、奇数
パリティビットＰ０，Ｐ１が挿入される。ワード０は、ヘッダ（カテゴリーコード）であ
って、ワード１の情報のカテゴリーを指示する。図示のヘッダ（１０１００００）は、ワ
ード１が著作権情報であることを指示する。ヘッダ（ワード０）を有するので、著作権情
報以外のディジタルデータ（例えば文字コード）を付加情報として重畳することができる
。
【００３０】
ワード１のビット b0がＡＳＢ（アナログソースビット）に割り当てられる。ＡＳＢ＝ `0' 
がディジタルソースを意味し、ＡＳＢ＝ `1' がアナログソースを意味する。２ビット（ b1
,b2)がＡＰＳ（アナログプロテクションシステム）の２ビットＡＰＳ０，ＡＰＳ１に割り
当てられる。ＡＰＳは、図７に示すように、コピー制限のオン／オフと共に、ＡＰＳの具
体的方法を指示する。
【００３１】
この発明の一実施例では、コピー防止信号発生部１７（図２参照）のコピー防止信号の発
生のモードがＡＰＳの解読結果によって制御される。ＰＳＰオンは、擬似同期信号を含む
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コピー防止信号を付加するシステムを動作させることを意味する。また、スプリットバー
ストのオンは、その一部に反転バースト信号を挿入したカラーバースト信号を付加するシ
ステムを動作させることを意味する。スプリットバーストとしては、２ラインスプリット
バーストと４ラインスプリットバーストとの二つの方式が用意され、その一方を選択的に
動作させるようになされている。
【００３２】
ワード１のビット (b3,b4) が著作権情報ＣＧＭＳ－Ａ（ Copy Generation Management Sys
tem)　に割り当てられる。このビット (b3,b4) の定義は、図７に示されている。これは、
ＶＢＩデータと同一のものとされている。ＣＧＭＳ－Ａの解読結果によって、ＶＢＩデー
タ発生部１５（図２参照）が制御される。ＣＧＭＳ－ＡとＡＰＳとは関連している。例え
ばＣＧＭＳ－Ａがコピー許可の場合では、ＡＰＳがオフとされる。また、ＣＧＭＳ－Ａが
１世代のみコピー可能の場合では、ＡＰＳがオフとされ、ＶＢＩデータとしてコピー禁止
のものが生成される。なお、ＡＰＳおよびＶＢＩデータについては、後でより詳細に説明
する。
【００３３】
上述した付加情報のフォーマットは、２ワード（１６ビット）の長さであり、Ｒ信号の垂
直ブランキング期間内で伝送することができる。同期信号が正極性の場合には、図８に示
すように、水平同期信号の後側（立ち下がり）エッジでサンプリング可能なように、付加
情報の各ビットが重畳される。さらに、図６および図８では、水平ブランキング期間に付
加情報の各ビットを重畳しているので、垂直ブランキング期間以外の期間でも付加情報を
重畳することができる。それによって、より多くのデータの伝送が可能となる。
【００３４】
さらに、垂直ブランキング期間内であれば、図９に示すように、表示期間（水平ブランキ
ング期間ではない期間）に付加情報をＲ信号に対して重畳することができる。それによっ
て、さらに多くの付加情報の伝送が可能となる。すなわち、ＲＧＢ信号の帯域は、数十Ｍ
Hzから百数十Ｍ Hz確保されているので、付加情報の伝送レートを高くすることができる。
この場合は、水平同期信号と同期したクロック信号をＰＬＬで構成された周波数逓倍回路
により発生し、クロック信号を使用して、付加情報の発生およびそのサンプリングがなさ
れる。水平同期信号の代わりに、ドットクロックからクロック信号を生成することもでき
る。
【００３５】
上述したように、ＶＢＩデータ発生部１５は、情報解読部１４が解読したワード１の中の
著作権情報ＣＧＭＳ－Ａの情報に対応して、ＶＢＩデータを発生する。図１０は、ＶＢＩ
データの波形を示す。水平同期信号およびカラーバースト信号の後の有効ビデオ信号領域
に、２ビットのリファレンスおよび２０ビット（ビット１～ビット２０）のディジタル信
号が挿入される。リファレンスのレベルが７０ＩＲＥと規定され、ディジタル信号の２値
レベルが０ＩＲＥまたは７０ＩＲＥと規定される。リファレンスおよびディジタル信号の
クロック周波数ｆ c  は、色副搬送波周波数をｆ s cとすると、（ｆ c  ＝ｆ s c／８≒４４７ｋ
Hz）に選定される。２０ビットのディジタル信号は、アスペクト比の異なるビデオ信号の
識別信号と伝送方法に関する情報とを含む。
【００３６】
上述のＶＢＩデータを利用して、コピーコントロール情報が伝送される。すなわち、２０
ビットのディジタル信号のコード割り付けが図１１に示すものとされる。図１１に示すよ
うに、２０ビットのディジタル信号は、１４ビットの情報ビットと、この１４ビットに対
するエラー検出用のＣＲＣコード（６ビット）からなる。１４ビットの第１番目のビット
および第２番目のビットによってワード０が構成され、第３番目のビットから第６番目の
ビットまでの４ビットによってワード１が構成され、第７番目のビットから第１４番目の
ビットまでの８ビットによってワード２が構成される。
【００３７】
ワード０（ビット１、ビット２）は、ビデオ信号の伝送形式に関する情報である。ワード
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１（ビット３、ビット４、ビット５、ビット６）は、ワード２で伝送される情報を指定す
るヘッダである。ワード１の（００００）は、ディジタル録画機器のための情報がワード
２によって伝送されることを示す。すなわち、ワード１が（００００）のとき、録画・再
生機器を相互接続してコピーを行うときのコピーコントロール情報がワード２によって伝
送される。
【００３８】
一例として、ワード２の８ビットの中の先頭の２ビット（ビット７、ビット８）が図１１
に示すように、コピー可能世代を指示する内容とされている。このワード１が（００００
）のときの情報を伝送する場合は、少なくとも２秒間に２フレーム以上伝送するようにな
される。この２ビット（ビット７、ビット８）によって、コピーコントロール情報が伝送
される。図７に示すフォーマットの場合では、著作権情報ＣＧＭＳ－Ａを構成するビット
b3,b4 がＶＢＩデータのビット７、ビット８と同一の定義とされている。
【００３９】
上述したように、コピー防止信号発生部１７は、情報解読部１４が解読したワード１の中
のＡＰＳ（アナログプロテクションシステム）の情報に応答して、ＰＳＰ（擬似同期）方
式のコピー防止信号とスプリットバースト方式のコピー防止信号とを発生する。
【００４０】
擬似同期パルス方式は、コピー禁止の場合では、ＡＧＣ基準レベル検出区間に、通常のＡ
ＧＣ基準レベルより大きなレベルのパルスを挿入するものである。すなわち、ビデオ信号
の垂直ブランキング期間の一部に擬似同期パルスが挿入される。これは、例えば図１２Ａ
に示されるように、ビデオ信号の垂直ブランキング期間の一部に擬似同期パルスが挿入さ
れる。図１２Ｂは、この擬似同期パルスが挿入された部分を拡大して示す。この擬似同期
パルスは、水平同期パルスにレベルｐを加えたレベルで例えば５波挿入される。
【００４１】
アナログＶＣＲは、図１２Ｃに示す垂直ブランキング期間における１Ｈの水平同期パルス
を利用してＡＧＣをかけるようにされた機種が多数存在する。そのため、このように水平
同期パルスよりも振幅の大きい擬似同期パルスが挿入されると、ＡＧＣ回路がこの擬似同
期パルスの振幅を基準レベルと判断してＡＧＣがかけられる。その結果、ＡＧＣ後のビデ
オ信号のレベルがかなり小となり、同期信号を振幅分離によって検出することができず、
正常な再生を行うことができなくなる。一方、テレビジョンモニタは、ＡＧＣ方式が異な
るので、正常に再生画像を表示することができる。
【００４２】
アナログＶＣＲの機種によっては、擬似同期パルス方式によるコピー防止が効果が不充分
な場合があるので、スプリットバースト方式が併用される。これは、有効画面中の一部の
ラインのカラーバースト信号に対して、位相反転処理を部分的に施すものである。アナロ
グＶＣＲでは、搬送色信号が低域搬送波周波数に変換されて記録／再生される。その記録
／再生の過程で、帯域制限が作用し、テレビジョンモニタと比較して、色信号は、帯域制
限作用を強く受ける。
【００４３】
そのため、再生されたビデオ信号中のカラーバースト信号は、原信号と比較して、時間軸
上でその前後に拡張される性質を有する。図１３は、原信号とＶＣＲによる再生後の信号
におけるカラーバースト信号を示す。図１３Ａに示す水平同期信号ｈの後に配されるカラ
ーバースト信号の原信号ａが磁気テープに記録され再生されると、図１３Ｂに示すように
、時間軸上においてカラーバースト信号ａの幅が拡張される。
【００４４】
この性質を利用して、コピー防止を図るのがスプリットバースト方式である。図１４Ａは
、通常のカラーバースト信号ａを示す。カラーバースト信号ａは、９波で構成される。図
１４Ｂは、通常のカラーバースト信号ａの後ろ側に位相反転した反転バースト信号ｂ（斜
線で示す）を挿入した例である。また、図１４Ｃは、原信号ａの前側に反転バースト信号
ｂを挿入した例である。さらに、図１４Ｄは、原信号ａの前後に反転バースト信号ｂ、ｃ
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を挿入した例を示す。原信号ａの期間と、反転バースト信号の期間とがオーバーラップし
ても良い。例えば図１４Ｃに示す例の場合、９波の原信号ａの前エッジよりさらに前に２
波の擬似バースト信号が存在し、前エッジの後に３．５波の擬似バースト信号が存在し、
合計５．５波の擬似バースト信号が付加される。
【００４５】
また、上述した反転バースト信号の挿入は、１画面内で周期的になされる。例えば約２０
ラインを周期とし、その内の２ラインが反転バースト信号を含むものとされる。これが（
ＡＰＳ０＝ `0' ，ＡＰＳ１＝ `1' ）によりオンが指示される、２ラインスプリットバース
ト方式である。また、約２０ラインの周期のうちの４ラインが反転バースト信号を含むも
のとされる。これが（ＡＰＳ０＝ `1' ，ＡＰＳ１＝ `1' ）によりオンが指示される、４ラ
インスプリットバースト方式である。カラーバースト信号と関連する、アナログＶＣＲの
特性、テレビジョンモニタの特性を考慮して、反転バースト信号の加えられる周期、ライ
ン数が適宜設定、あるいは選択可能とされている。
【００４６】
このように反転バースト信号が付加されたビデオ信号を記録・再生すると、反転バースト
信号の時間軸上の幅が増加する。前後に反転バースト信号ｂ、ｃを挿入する例の場合では
、図１５Ａに示す反転バースト信号が挿入されたカラーバースト信号が記録・再生の後で
は、図１５Ｂにおいて、ａ’およびｂ’で示すように前後に拡張される。
【００４７】
この幅が増加したカラーバースト信号を含むビデオ信号は、ＶＣＲで再生しようとすると
、ＶＣＲの色同期回路のＰＬＬが反転バースト信号のために、正常な動作を行うことがで
きず、画像の劣化が生じる。これによって、コピーを防止することができる。一方、図１
５Ａに示される反転バースト信号を含むカラーバースト信号を含むビデオ信号は、テレビ
ジョンモニタにおいては、略正規なカラーバースト信号として検出され、使用される。そ
のため、この場合には、画像の劣化が生じない。このようにしてコピーを禁止することが
できる。
【００４８】
図２に示す一実施例は、ＲＧＢ信号をＮＴＳＣ信号へ変換しているが、変換を行わないシ
ステムに対してもこの発明を適用できる。図１６に示す他の実施例は、受け取ったＲＧＢ
信号（付加情報が重畳されている）を記録処理部２１によってディジタル記録データに変
換し、記録部２２によって記録媒体２３に記録する構成である。記録媒体２３は、ハード
ディスク、テープ、光ディスク等であり、記録部２２は、これらの媒体に対してデータを
記録するためのヘッド、ピックアップ等である。
【００４９】
図１６の構成では、データ抽出部１２によって抽出された付加情報が情報解読部１４に供
給され、上述の一実施例と同様に著作権情報が解読される。その結果がコピー禁止であれ
ば、記録部２２が制御され、記録データの記録が禁止される。逆に、コピー許可であれば
、記録データが記録媒体２３に記録される。また、１世代のみコピー可能であれば、記録
データが記録媒体２３に記録されると共に、この記録データに含まれる著作権情報をコピ
ー禁止に書き換えるように、記録処理部２１が制御される。
【００５０】
なお、この発明は、コンポーネント信号として、ＹＵＶ信号の場合にも適用することがで
きる。Ｙ（輝度）信号には、コンポジットシンクが重畳されていることが多いので、色差
信号（Ｕおよび／またはＶ）に対して付加情報が重畳される。
【００５１】
【発明の効果】
この発明は、パーソナルコンピュータ等から出力されるアナログのコンポーネントカラー
ビデオ信号に対してコピーコントロール情報等の付加情報を重畳して伝送することが可能
となる。従って、付加情報に基づく著作権保護等の新たな機能を実現できる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】付加情報を重畳するための構成の一実施例を示すブロック図である。
【図２】付加情報が重畳されたＲＧＢ信号を処理するための構成の一実施例を示すブロッ
ク図である。
【図３】ＲＧＢ信号を伝送するためのコネクタの一例を示す略線図である。
【図４】ＲＧＢ信号を伝送するためのコネクタの他の例を示す略線図である。
【図５】同期信号のタイミングチャートである。
【図６】負極性同期信号を使用する場合において、Ｒ信号に対して付加情報を重畳したと
きのタイミングチャートである。
【図７】付加情報の一例のフォーマットを示す略線図である。
【図８】正極性同期信号を使用する場合において、Ｒ信号に対して付加情報を重畳したと
きのタイミングチャートである。
【図９】垂直ブランキング期間の表示期間に対して付加情報を重畳したときのタイミング
チャートである。
【図１０】ＶＢＩデータの波形の説明のためのタイミングチャートである。
【図１１】ＶＢＩデータのフォーマットの説明のための略線図である。
【図１２】コピー防止信号の一例である擬似同期信号の説明のためのタイミングチャート
である。
【図１３】コピー防止信号の一例であるスプリットバースト信号の説明のための波形図で
ある。
【図１４】コピー防止信号の一例であるスプリットバースト信号の説明のための波形図で
ある。
【図１５】コピー防止信号の一例であるスプリットバースト信号の説明のための波形図で
ある。
【図１６】付加情報が重畳されたＲＧＢ信号を処理するための構成の他の実施例を示すブ
ロック図である。
【符号の説明】
１・・・ディスク媒体、５・・・ＲＧＢ付加情報発生部、１１・・・ＲＧＢ－ＮＴＳＣ変
換器、１２・・・データ抽出部、１３・・・タイミング生成部、１４・・・情報解読部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 ６ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 ７ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ４ 】
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